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4月1日開業に向けエ事急ピッチr市場I駅J 市
場
駅
は
じ
め
四
駅
 

平
成
筑
豊
鉄
道
 「内田駅」赤 村 



議会だより 

(
II
・
い
 

曹麟曹 

ー
予
算
・
補
正
予
算
」
 

⑥
平
成
ニ
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
住
宅
新
一
染
資
金
等
貸
付
 

事
業
特
別
会
計
予
算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
 

定
特
別
会
計
予
算
 

⑥
平
成
二
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
予
 

算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算
 

⑥
平
成
ニ
年
度
町
立
病
院
事
業
特
別
会
 

計
予
算
 

（
以
上
の
予
算
に
つ
い
て
は
表
参
照
）
 

⑥
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
→
 

一
一
一
億
五
千
六
白
三
十
九
万
八
千
円
を
追
 

加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
五
十
四
億
九
 

千
五
百
六
ト
二
万
 

千
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
主
な
も
の
は
、
公
債
費
の
元
金
の
 

繰
上
償
還
に
伴
う
経
費
な
ど
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
 

定
特
別
会
計
補
正
予
算
→
六
百
八
十
 

三
万
四
千
円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
 

額
が
六
億
三
千
四
百
二
十
万
一
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
高
額
療
 

養
費
及
び
安
定
化
経
費
と
し
て
人
間
ド
ッ
 

ー
一
般
質
問
ー
 

岡
保
健
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
 

周
一
般
会
計
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
 

い
る
中
、
国
保
会
計
へ
の
繰
り
出
し
は
 

更
に
逼
追
致
し
ま
す
が
、
で
き
得
る
限
 

り
の
対
処
を
致
し
ま
す
。
又
、
老
人
問
題
 

に
関
し
ま
し
て
は
、
私
も
地
域
の
会
合
 

な
ど
に
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
際
、
様
々
 

な
問
題
を
聞
い
て
お
り
、
難
か
し
さ
を
 

感
じ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
単
に
物
や
金
銭
だ
け
で
は
片
付
 

か
な
い
事
が
多
く
、
健
康
診
断
だ
け
に
 

一 

伏

原

早

川

接

子

 

せ
 

町
の
ン
ン
ボ
ル
「
桜
の
 

D

ら
花
」
の
開
く
の
も
間
も
な
 

一
て
《
ノ
 
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

花
魂
 
今年こそ皆様にお知 

、、ノ 

そ4

ら
せ
し
て
是
非
見
て
頂
き
 

にへ」」一～女Dk
ドごビー、主 

桜
 

正
面
大
 一

 
』
 

た
い
桜
の
木
が
ご
ざ
い
ま
 

す
。
そ
れ
は
福
智
下
宮
神
 

し
 
だ
れ
 

社
境
内
の
万
枝
垂
桜
方
で
 

す。 

局
井
右
側
に
樹
齢
二
百
年
前
 

後
と
思
わ
れ
る
大
き
な
木
で
す
が
、
大
 

分
老
木
し
て
一
本
が
二
本
に
別
れ
て
い
 

ま
す
。
皮
が
離
れ
て
独
立
し
た
の
で
す
。
 

大
体
彼
岸
系
の
桜
で
す
か
ら
、
吉
野
 

桜
よ
り
も
一
週
間
位
早
、
 

三
月
末
か
ら
 

四
月
初
め
に
か
け
て
、
う
す
桃
色
の
小
 

型
で
上
品
な
花
が
開
き
始
め
ま
す
。
 

こ
の
花
は
繁
植
が
む
つ
か
し
く
、
接
木
 

平
成
ニ
年
三
月
定
例
議
会
は
、
三
月
十
三
日
か
ら
ニ
十
三
日
ま
で
の
十
一
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
暫
定
予
算
、
町
立
病
院
、
上
水
道
事
業
な
ど
の
予
算
、
敬
老
年
金
な
ど
の
条
例
、
エ
事
請
負
契
約
 

の
変
更
、
又
、
追
加
議
案
ニ
件
な
ど
合
計
十
五
件
の
議
案
審
議
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

開
会
の
十
三
日
、
日
野
町
長
は
平
成
ニ
年
度
の
施
政
方
針
を
行
い
 
「
町
の
財
政
状
況
は
、
国
の
好
景
気
と
は
 

異
な
り
、
依
然
と
し
て
逼
追
し
て
い
ま
す
。
現
在
国
の
予
算
も
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
 
一
般
財
源
の
地
方
交
 

付
税
の
伸
び
が
十
分
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
又
、
平
成
元
年
度
の
赤
字
額
が
大
き
く
、
限
ら
れ
た
財
源
 

の
中
、
歳
出
全
体
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
た
六
カ
月
の
暫
定
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
た
る
 

べ
き
ニ
十
一
世
紀
に
向
け
、
よ
り
良
い
赤
池
町
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
、
更
に
新
た
な
る
決
意
を
も
っ
 

て
こ
の
難
局
を
乗
り
き
っ
て
い
き
ま
す
」
と
強
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
又
、
ニ
月
ニ
十
三
日
逝
去
さ
れ
た
、
 

「
木
月
睦
夫
」
議
員
の
追
悼
議
決
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

グ
の
委
託
料
な
ど
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
 

正
予
算
→
八
千
三
百
六
十
一
万
円
を
 

平成2 年度予算額と前年対比 
（一般会計の伸率は前年度が6 カ月の暫定予算のため未記入） 

―三 ー 一 ムー ーー一ーー 雄よー ー 三ーー 
ム 舜I ― 予ー算 額 

対前年 

伸率（%) 

一般会計暫定 25億9,555万円 
// 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 3億6,040万円 1 2 .0 

国民健康保険事業勘定特別会計 6億8,249万円 1 0 .4 

老人保健特別会計 7億1,792 万円 5 .5 

上水道事業特別会計 2億2,579万円 7 .2 

町立病院事業特別会計 7億8,233万円 1 0 .4 

例
を
取
り
ま
し
て
も
、
受
診
率
が
他
の
 

町
村
に
比
べ
る
と
低
く
、
こ
の
こ
と
は
 

福
祉
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
教
 

育
の
事
で
も
あ
り
、
社
会
教
育
の
中
で
 

赤
池
町
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
福
祉
施
 

策
を
も
り
込
み
、
住
民
の
方
に
一
人
で
 

も
多
く
認
識
し
て
も
ら
う
事
が
必
要
な
 

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

岡
公
営
企
業
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
 

周
町
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
ず
、
 

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
私
も
職
 

員
共
々
、
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を
ふ
ま
え
 

な
が
ら
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
 

も
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
実
が
出
来
落
ち
 

た
時
拾
っ
て
植
え
て
み
ま
し
た
。
 

木
は
大
き
く
な
り
、
花
は
同
じ
花
が
咲
 

き
ま
し
た
が
、
枝
や
花
は
垂
れ
な
い
吉
 

野
系
な
の
で
す
。
 

京
都
の
祇
園
に
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
 

た
。
と
に
か
く
と
て
も
見
事
な
桜
で
す
 

か
ら
、
近
所
の
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
 

一
人
で
も
多
く
の
人
に
見
て
頂
き
た
い
 

の
で
す
。
 

追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
が
七
億
七
千
 

三
百
五
十
一
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
容
の
主
な
も
の
は
、
医
療
費
が
不
 

足
す
る
た
め
の
補
正
で
す
。
 

ー
条
例
の
制
定
 
一 

⑥
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
→
日
取
近
の
経
済
事
 

情
に
促
し
、
助
産
費
、
葬
祭
費
を
改
正
 

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
 

し
た
。
 

⑥
敬
老
年
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
→
支
給
方
法
牛
守
に
つ
い
 

て
現
状
に
対
応
す
る
よ
う
条
例
の
一
部
 

を
改
正
し
ま
し
た
。
 

⑥
水
田
農
業
確
立
特
別
推
進
事
業
基
金
 

の
設
置
・
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
 

条
例
の
制
定
→
平
成
二
年
度
か
ら
水
 

田
農
業
確
立
後
期
対
策
の
円
滑
な
推
進
 

に
資
す
る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

／吐＝ 一 × 

呑の 

交通安全運動 
4月6日～15日 

」γll 

1 
F
契
約
の
変
更
L
 

⑥
工
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
元
年
 

度
同
和
地
区
改
釜
口
施
設
整
備
事
業
で
実
 

施
し
て
い
ま
す
、
赤
池
地
区
納
骨
堂
新
 

策
工
事
の
契
約
の
内
容
の
一
部
に
変
更
 

が
生
じ
た
た
め
、
町
議
会
の
議
決
を
得
 

ま
し
た
。
 

議
員
の
互
選
・
報
告
・
請
願
」
 

⑥
田
川
市
・
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
 

合
議
会
の
互
選
→
田
川
市
・
赤
池
町
 

天
郷
青
年
の
家
組
合
議
会
の
議
員
の
欠
 

員
に
伴
い
、
欠
員
補
充
を
す
る
た
め
議
 

員
の
互
選
を
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
定
例
事
務
監
査
の
結
果
 

報
告
→
二
月
九
日
よ
り
三
月
二
日
ま
 

で
、
十
二
日
間
に
一
旦
り
実
施
さ
れ
た
平
 

成
元
年
度
の
予
算
執
行
状
況
監
査
の
結
 

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
元
年
中
、
赤
池
町
の
交
通
事
故
 

件
数
は
四
十
四
件
、
死
傷
者
は
五
十
六
 

人
と
、
昭
和
六
十
三
年
と
比
較
す
る
と
 

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
 

通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
私
た
ち
一
人
 

ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
 

い
交
通
マ
ナ
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
実
 

践
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

⑥
西
ケ
丘
生
活
道
路
の
拡
幅
整
備
及
び
 

急
勾
配
法
面
山
朋
壊
防
止
に
関
す
る
請
 

願
→
産
建
委
員
会
に
付
託
 

F
追

加

議

案

L

 

⑥
赤
池
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
→
昨
年
九
 

月
に
制
定
さ
れ
た
基
金
条
例
の
基
金
使
 

途
の
事
業
が
条
例
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
→
 

現
教
育
委
員
で
あ
る
浦
田
弘
二
氏
の
任
 

期
が
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
切
れ
る
 

た
め
、
再
任
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

木
月
睦
夫
議
員
逝
去
 

木
月
睦
夫
町
議
〈
ム
議
員
が
、
二
月
一
一
 

十
三
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
七
歳
 

で
し
た
。
 

故
木
月
議
員
は
五
十
八
年
に
町
議
会
 

議
員
に
当
選
さ
れ
、
産
業
建
設
常
任
委
 

員
副
委
員
長
、
農
業
委
員
会
禾
女
員
田
川
 

市
・
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
合
議
会
 

議
員
、
土
地
開
発
公
社
理
事
、
給
食
セ
 

ン
タ
ー
運
〈
呂
審
議
会
委
員
な
ど
を
務
め
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

謹
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
 

す。 

2月23日逝去された 

木月 睦夫議員 

『
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
あ
か
い
け
」
を
合
ヲ
 

葉
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
が
 

一
体
と
な
り
、
交
通
安
全
運
動
を
推
進
 

し
、
安
全
で
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町
を
 

つ
く
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

赤
池
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
 

田
 

川
 

警
 

察
 

署

×

 

「
愛
す
る
自
分
を
大
切
に
、
薬
物
乱
用
 

を
や
め
ま
し
ょ
う
」
 
こ
の
言
葉
は
世
界
 

的
な
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
、
 
一 

九
八
七
年
国
連
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
 

標
語
で
す
。
 

今
や
薬
物
乱
用
は
世
界
的
問
題
で
、
 

極
め
て
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
第
二
次
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
 

乱
用
時
代
が
長
期
に
わ
た
り
続
い
て
い
 

ま
す
。
こ
れ
も
貧
困
か
ら
で
は
な
く
、
 

物
質
万
能
と
な
っ
た
社
会
の
ひ
ず
み
が
 

要
因
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
様
に
青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
 

が
覚
せ
い
剤
へ
と
移
行
し
、
シ
ン
ナ
ー
 

乱
用
者
は
高
校
生
、
中
学
生
か
ら
小
学
 

校
六
、
五
年
と
低
年
齢
化
し
、
た
ん
な
 

る
非
行
か
ら
犯
罪
と
、
反
社
会
的
行
動
 

が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
で
す
。
 

シ
ン
ナ
ー
を
吸
い
始
め
る
と
な
か
な
 

か
や
め
ら
れ
ず
、
吸
入
量
も
増
大
し
、
 

そ
の
結
果
、
視
覚
異
常
や
幻
覚
異
常
・
 

幻
覚
妄
想
と
な
り
、
理
由
も
な
く
殺
人
、
 

強
盗
、
傷
害
等
凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
起
 

こ
す
の
で
す
。
 

⑥
シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
原
因
で
起
き
た
最
 

近
の
事
故
例
 

①
車
内
で
シ
ン
ナ
ー
を
吸
い
若
者
三
人
 

暴
走
死
 

②
シ
ン
ナ
ー
錯
乱
少
年
、
家
族
を
刺
殺
 

③
シ
ン
ナ
ー
乱
用
少
年
家
出
資
金
欲
し
 

さ
に
家
族
を
殺
す
。
 

④
中
学
校
の
校
庭
で
シ
ン
ナ
ー
乱
用
中
 

シ
ン
ナ
ー
に
引
火
、
少
年
焼
死
 

⑤
十
六
歳
の
少
年
、
恋
敵
に
乱
用
予
定
 

の
シ
ン
ナ
ー
を
か
け
火
傷
さ
せ
る
。
 

⑥
小
学
校
五
年
生
、
シ
ン
ナ
ー
を
校
内
 

で
吸
い
倒
れ
る
。
 

⑦
少
女
に
シ
ン
ナ
ー
を
吸
わ
せ
悪
戯
 

⑧
シ
ン
ナ
ー
代
わ
り
に
ブ
タ
ン
ガ
ス
を
 

吸
い
死
亡
 

こ
の
様
な
状
況
の
も
と
薬
物
乱
用
を
 

根
絶
す
る
に
は
、
種
々
因
難
な
事
情
が
 

あ
る
に
せ
よ
、
大
人
が
、
家
庭
が
、
学
 

校
が
、
地
域
社
会
が
、
行
政
が
、
販
売
 

店
の
人
々
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
 

乱
用
を
許
さ
な
い
明
る
い
豊
か
な
環
境
 

を
作
る
こ
と
で
す
。
 

大
人
の
無
関
心
は
青
少
年
非
者
の
温
 

床
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
意
味
 

で
は
大
人
の
関
心
と
心
の
関
わ
り
の
あ
 

N 期 間 精神症状 身体症状 

急

性

中

毒

 

1 度に多量の 

シンナー等を 

吸入 

・意識障害が主体で 

アルコーレ酪町と 

類似 

・多幸気分・発揚感 

・幻覚などの知覚異 

常 

・全能感 

・ねむけ 

・けいれん 

・悪心・耳なり 

・発言障害 

・唱吐・失調 

・頭痛 

慢

性

中

毒

 

・吸入量頻度 

個人差により 

異なる 

・1週1回で6 

ケ月 

・1週2. 3回で 

2. 3カ月 

・股々抑うっ状態に 

なるため不安を感 

じることが多い 

・ぼんやり 

・幻覚を生じる 

・フラッ シュパック 

を起こす 

・のどが痛くひ 

りひりする 

・血液障害 

・脳波障害 

・心電図異常 

・四肢のしびれ 

る
と
こ
ろ
非
行
な
し
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
 

シ
ン
ナ
ー
は
表
の
よ
う
に
種
々
の
由
主
母
症
 

状
を
呈
し
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
精
神
疾
状
が
 

大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち
は
何
と
 

し
て
も
青
小
左
丁
を
蝕
意
見
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
 

等
の
薬
物
乱
用
を
防
止
し
、
青
少
年
を
非
行
 

か
・
皇
寸
る
責
務
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
「
 

全国（緑愛護）の集 い→23 日（建設省） 世界保健デー→7日（厚生省） 
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一
 

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
作
口
叩
は
、
昨
年
の
赤
池
町
人
権
尊
重
旬
間
（
平
成
 

元
年
 12 

/
4
、
 13 

日
）
に
あ
た
り
、
町
内
、
小
・
中
〈
子
校
、
児
童
・
生
徒
か
 

ら
「
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
」
、
地
区
公
民
館
お
よ
び
職
域
よ
り
「
ポ
ス
タ
ー
」
 

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
力
作
と
思
わ
れ
る
作
口
叩
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
児
童
・
生
徒
の
学
年
は
、
一
剛
年
度
の
〈
子
年
で
記
載
し
て
い
ま
す
。
 

映
画
「
親
父
と
息
子
」
を
見
て
 

赤
池
中
一
年
 
内
 
田
 
清
 
博
 

僕
は
、
こ
の
映
画
を
見
て
、
職
業
に
 

よ
い
職
業
、
わ
る
い
職
業
な
ん
て
な
い
 

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
も
、
と
し
お
は
、
 

土
方
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん
を
ひ
ど
く
 

い
や
が
っ
て
い
た
。
 

だ
け
れ
ど
、
と
し
お
の
お
父
さ
ん
は
、
 

そ
の
仕
事
に
ほ
こ
り
を
も
っ
て
、
ど
う
 

ど
う
と
働
い
て
い
た
。
 

僕
は
、
そ
ん
な
姿
を
見
て
一
番
大
事
 

な
の
は
、
そ
の
職
業
に
対
す
る
意
気
ご
 

み
だ
と
思
っ
た
。
 

例
え
、
大
き
な
会
社
の
社
長
で
も
、
 

そ
の
仕
事
に
対
し
て
、
中
途
半
端
な
気
 

持
ち
で
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
、
そ
れ
は
、
 

意
味
の
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
 

こ
れ
は
別
に
職
業
に
対
し
て
だ
け
言
 

え
る
こ
と
で
は
な
い
。
遊
び
、
ス
ポ
ー
 

ッ
、
勉
強
、
な
ん
に
で
も
一
生
懸
命
に
 

取
り
組
む
こ
と
が
、
 
一
番
り
っ
ぱ
な
こ
 

と
だ
。
だ
か
ら
、
部
落
に
住
ん
で
い
る
 

と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
全
く
関
係
な
い
 

と
思
う
。
 

そ
れ
で
も
、
映
画
の
中
で
、
部
落
に
 

市場小5年堀 内 純 ― 

か
な
し
い
な
み
だ
は
 

見
た
く
な
い
ノ
・
 

市
場
小
六
年
』
V
 

花

 
唾月 

一 

「
ポ
ト
リ
。
 
ポ
ト
リ
」
 

ど
こ
か
で
一
人
泣
い
て
い
る
。
真
っ
暗
 

な
所
で
た
だ
一
人
 

。
し
か
し
、
み
 

ん
な
は
た
だ
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
。
 

だ
れ
一
人
と
し
て
、
真
っ
暗
な
悲
し
み
 

に
包
ま
れ
て
い
る
一
人
を
助
け
よ
う
と
 

は
し
な
い
。
 

た
だ
、
ひ
た
す
ら
見
て
い
る
だ
け
。
 

た
だ
、
ひ
た
す
ら
お
び
え
て
い
る
だ
け
 

の
私
達
 

。 

一
人
泣
い
て
い
る
人
は
、
下
へ
下
へ
 

と
お
り
て
行
く
。
み
ん
な
は
、
そ
れ
を
 

見
送
っ
て
い
る
だ
け
。
 

そ
ん
な
の
っ
て
、
い
け
な
い
／
 

だ
れ
か
が
一
人
で
も
い
い
。
死
に
せ
ま
っ
 

て
い
く
人
に
手
を
の
ば
し
て
、
あ
っ
た
 

か
い
心
で
見
守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
…
。
 

私
は
六
年
生
。
六
年
生
は
人
権
学
習
 

一
 

住
ん
で
い
る
人
た
ち
を
気
持
悪
が
っ
た
 

り
、
悪
口
を
言
っ
た
り
す
る
人
が
い
る
 

こ
と
を
知
っ
た
。
 

僕
は
、
そ
ん
な
人
た
ち
に
、
な
ぜ
自
 

分
の
ま
ち
が
い
に
気
が
つ
か
な
い
の
か
 

と
思
う
。
こ
れ
は
、
い
つ
か
先
生
に
聞
 

い
た
こ
と
の
あ
る
、
人
間
だ
れ
も
が
も
っ
 

て
い
る
、
き
た
な
い
心
だ
ろ
う
と
思
う
。
 

人
間
だ
れ
で
も
、
自
分
よ
り
下
の
人
 

が
い
れ
ば
安
心
す
る
。
 

こ
の
気
持
ち
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
 

と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
 

何
と
か
お
さ
え
て
い
く
こ
と
が
差
別
を
 

な
く
し
て
い
く
ー
つ
の
方
法
だ
と
思
う
。
 

僕
は
、
一
つ
だ
け
人
間
が
お
ぼ
え
て
 

お
か
な
い
と
い
け
な
い
言
葉
が
あ
る
と
 

思
う
。
 
そ
れ
は
、
と
し
お
の
言
っ
た
、
 

「
今
の
人
間
は
土
の
あ
り
が
た
み
を
忘
れ
 

て
い
る
。
土
が
な
け
れ
ば
、
米
も
麦
も
 

野
菜
も
育
た
な
い
の
に
」
と
い
う
言
葉
 

だ
。
僕
は
、
こ
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
 

お
ぽ
え
て
い
る
。
 

最
後
に
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く
一
 

番
い
い
方
法
は
、
や
っ
ぱ
り
、
な
ん
に
 

で
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
 

思
う
。
一
生
懸
命
に
な
る
と
い
う
こ
と
 

で
「
い
じ
め
」
 
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
 

み
ん
な
の
身
の
周
り
に
つ
い
て
考
え
 

て
み
た
り
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
 

い
て
考
え
た
り
勉
強
し
た
り
し
た
。
 

実
際
に
あ
っ
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
 

「
亀
田
 
千
春
」
さ
ん
と
い
う
人
に
つ
い
 

て
の
日
記
を
元
に
し
た
遺
書
と
い
う
も
 

の
だ
っ
た
。
 

こ
の
人
は
、
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
 

い
。
い
く
ら
泣
き
わ
め
い
た
と
し
て
も
、
 

も
う
も
ど
っ
て
こ
な
い
の
だ
。
 

そ
う
、
こ
の
人
は
か
な
し
い
な
み
だ
 

を
流
し
た
。
き
っ
と
苦
し
く
て
自
分
の
 

た
っ
た
ー
つ
し
か
な
い
命
を
絶
っ
た
。
 

ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
。
千
春
さ
ん
 

を
い
じ
め
た
、
A
子
と
B

子
で
あ
ろ
う
 

か
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
本
当
 

は
こ
の
人
達
よ
り
も
ま
ね
り
に
い
て
、
 

気
づ
い
て
い
な
が
ら
見
て
い
た
み
ん
な
 

な
の
だ
。
 

千
春
さ
ん
は
自
殺
し
た
。
死
ぬ
時
、
 

何
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

A
子
と
B

子
を
に
く
み
続
け
て
や
る
 

と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

私
は
、
そ
う
は
思
え
な
い
。
 
一
番
先
 

に
、
頭
に
う
か
べ
た
の
は
、
千
春
さ
ん
 

の
同
級
生
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。
友
達
な
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
 

助
け
て
く
れ
る
の
を
待
ち
続
け
て
い
た
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
思
わ
れ
て
 

な
ら
な
い
。
 

も
し
、
ま
わ
り
に
い
た
人
が
助
け
て
 

あ
げ
て
い
れ
ば
、
 
一
つ
の
命
は
今
で
も
 

は
、
だ
れ
で
も
関
係
な
く
仲
よ
く
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
 

僕
も
、
こ
れ
か
ら
、
何
に
で
も
一
生
 

懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
間
 

に
な
り
た
い
。
 

赤池中2年 田 中 節 子 

ぼ

く

の

課

題

 

上
野
小
六
年
 
森
 

清
 

吾
 

ぼ
く
は
、
学
級
で
人
権
の
勉
強
を
し
 

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
人
権
と
は
な
ん
 

な
の
か
、
差
別
と
は
な
ん
な
の
か
を
考
 

え
ま
し
た
。
 

人
権
と
は
人
の
権
利
で
あ
る
、
人
間
 

が
人
間
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
大
切
な
 

も
の
と
い
う
意
見
が
で
ま
し
た
。
 

ほ
ん
と
う
に
、
そ
の
通
り
だ
な
と
思
 

い
ま
し
た
。
 

差
別
の
中
に
も
作
ら
れ
た
差
別
「
身
 

分
制
度
」
な
ど
と
、
自
分
の
心
の
中
に
 

明
る
く
生
き
続
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
 

い
。
私
は
、
こ
の
学
習
を
し
て
、
ど
こ
 

か
で
さ
び
し
い
目
で
人
を
見
て
い
た
の
 

か
も
し
れ
な
い
。
 

一
つ
の
心
を
傷
つ
け
て
い
た
の
か
も
 

し
れ
な
い
と
、
教
え
ら
れ
、
考
え
さ
せ
 

ら
れ
た
。
そ
ん
な
人
に
は
な
り
た
く
な
 

い
。
そ
ん
な
大
人
に
は
な
り
た
く
な
い
。
 

人
と
い
う
も
の
、
友
達
と
い
う
も
の
 

を
大
切
に
、
大
事
に
し
た
い
の
だ
。
 

空
は
青
く
て
広
く
て
、
と
っ
て
も
気
 

持
ち
の
い
い
も
の
で
あ
る
、
 

人
の
心
ま
で
、
さ
っ
ぱ
り
と
な
や
み
 

な
ん
か
消
し
て
し
ま
う
も
の
だ
。
 

そ
の
空
の
よ
う
に
、
今
度
は
、
み
ん
 

な
が
人
の
心
ま
で
、
な
や
み
な
ん
か
消
 

す
よ
う
な
心
を
、
た
く
さ
ん
作
る
気
持
 

ち
を
…
…
。
 

も
う
、
か
な
し
い
な
み
だ
は
、
見
た
 

く
な
い
。
今
度
は
、
あ
っ
た
か
い
み
ん
 

な
を
見
て
み
た
い
／
 

生
ま
れ
る
差
別
「
い
じ
め
」
 
な
ど
が
あ
 

る
と
勉
強
し
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
、
差
別
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
 

あ
ま
り
無
い
け
れ
ど
、
差
別
し
た
こ
と
 

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

例
え
ば
嫌
い
な
人
が
い
て
、
わ
け
も
 

な
く
い
じ
め
た
り
、
口
の
き
き
方
が
ひ
 

に
く
っ
ぽ
い
言
い
方
で
、
自
分
と
気
の
 

合
わ
な
い
人
を
い
じ
め
た
り
し
ま
し
た
。
 

こ
の
こ
と
が
相
手
を
ど
ん
な
に
傷
付
 

け
て
い
た
か
を
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
 

そ
れ
が
、
人
権
学
習
を
し
て
い
る
う
 

ち
に
、
ど
ん
な
に
大
き
な
差
別
で
あ
っ
 

た
か
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
 

ひ
ど
い
 
「
仲
間
は
ず
れ
」
 
や
 
「
い
じ
 

め
」
 

で
大
き
な
事
件
を
起
こ
し
た
り
す
 

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
、
大
き
な
罪
や
小
さ
な
罪
を
 

犯
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
「
い
じ
め
」
 
と
は
異
な
る
差
 

別
を
し
て
い
た
こ
と
に
も
気
が
付
き
ま
 

し
た
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
が
低
学
年
の
時
、
 

身
体
障
害
の
人
を
見
て
、
と
て
も
気
持
 

ち
が
悪
い
と
か
、
き
た
な
い
と
か
、
お
 

そ
ろ
し
い
と
か
思
っ
て
い
ま
し
た
。
身
 

体
障
害
の
人
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
走
っ
 

て
逃
げ
て
い
ま
し
た
。
 

ぼ
く
の
心
は
差
別
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
 

た
の
で
す
。
 
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
 

な
る
に
つ
れ
て
、
身
体
障
害
の
人
は
不
 

自
由
な
身
体
に
な
り
た
く
て
な
っ
た
の
 

で
は
な
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。
 

も
し
ぼ
く
が
、
身
体
障
害
者
で
、
ひ
 

×

 

ー

 

イ
‘
、
 

ぐ
 

と
が
、
ぼ
く
と
同
じ
よ
う
に
差
別
の
心
 

で
見
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
悲
し
い
 

か
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

同
じ
人
間
で
す
。
も
っ
と
人
権
を
大
 

切
に
し
、
助
け
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
の
 

人
が
住
み
や
す
い
町
や
国
に
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
が
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
る
 

こ
と
だ
と
、
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
ぼ
く
は
、
大
き
な
課
題
 

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
、
し
て
い
 

る
こ
と
が
、
言
っ
て
い
る
言
葉
が
、
思
っ
 

て
い
る
心
が
、
差
別
に
つ
な
が
ら
な
い
 

か
と
、
い
つ
も
気
を
付
け
て
い
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ぼ
く
た
ち
健
康
な
若
者
は
、
 

身
体
障
害
の
人
が
住
み
や
す
い
町
や
国
 

に
す
る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 上野小5年安 延 英 毅 

域0 
職 
域 

14 支所 
公民館 

り
 

7支所 
公民館 

ー
 
ー
 

ー

 

ノ
 

求
ス
タ
っ
元
」
」
箇
掴
 

く

 

×
 

苫
勲
）
」
撚
幕
漁
‘
？
』
筆
ソ
『
．
 

り

中

尾

保

育

所

 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

と
 
き
 
4
月
 25 

日
（
水
曜
日
）
 

（予 

定） 

と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



、、ノ (b 
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‘
、
 

出
合
い
 
喜
こ
び
 
そ
し
て
哀
し
み
の
中
で
 

町
民
の
皆
様
お
健
や
か
に
お
過
し
で
 

し
ょ
う
か
。
明
治
鉱
業
所
病
院
か
ら
昭
 

和
 41
 

年
4
月
赤
池
町
立
病
院
へ
移
行
し
 

て、 

24
 

年
の
歳
月
が
流
れ
、
皆
様
と
医
 

療
の
中
で
の
か
か
わ
り
も
深
く
、
見
知
 

ら
ぬ
方
々
と
の
出
会
い
、
又
別
れ
を
通
 

じ
て
、
人
々
が
対
象
と
な
る
職
業
で
あ
 

り
、
病
気
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
苦
痛
 

が
や
わ
ら
ぎ
、
 

一
日
も
早
く
病
気
が
回
 

復
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
患
者
さ
ん
 

の
身
に
な
っ
て
お
世
話
す
る
こ
と
が
看
 

護
婦
の
仕
事
で
す
。
 

看
護
と
は
、
人
の
生
命
と
尊
厳
と
権
 

利
の
尊
重
を
基
本
に
、
看
護
へ
の
情
熱
 

や
使
命
感
、
豊
か
な
感
性
、
ま
た
温
か
 

く
優
し
く
、
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
看
 

護
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、
知
識
、
技
術
、
 

精
神
の
三
つ
の
要
素
を
看
護
の
実
践
の
 

場
に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
の
安
全
性
を
 

き

ゅ

A
ノ
、
つ
 

考
え
、
安
楽
に
安
心
し
て
、
窮
屈
な
病
 

院
生
活
を
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
、
療
 

養
し
て
い
た
だ
き
、
 
一
日
も
早
く
病
気
 

が
回
復
さ
れ
、
家
族
の
も
と
へ
、
又
社
 

会
復
帰
へ
と
念
じ
て
、
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時
間
の
厳
し
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3月31日退職された 
赤池町立病院前婦長 

藤田春枝さん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
二
月
十
七
日
、
三
月
十
六
日
 

【
香
典
返
し
】
森
田
安
子
（
大
和
町
）
〇
 

木
月
里
子
（
岩
屋
組
）
〇
世
良
静
馬
（
上
 

小
路
）
〇
太
田
春
夫
（
大
久
保
）
以
上
四
 

件
で
総
額
は
十
六
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
九
光
石
油
り
五
千
円
〇
宇
都
 

宮
ョ
シ
子
廿
一
万
円
〇
藤
村
コ
マ
廿
一
 

万
円
〇
日
高
ス
ミ
エ
廿
一
万
円
〇
匿
名
 

の
方
七
名
廿
一
万
三
千
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
・
一
般
一
口
廿
千
 

円
）
小
松
義
治
廿
五
口
〇
沢
永
孝
美
【
 

一
ロ
〇
太
田
荒
喜
廿
十
口
 

【
福
祉
バ
ス
ふ
れ
あ
い
基
金
】
福
祉
バ
 

ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
四
万
五
千
 

六
百
「
干
円
 

い
三
交
替
で
の
看
護
体
制
の
中
で
、
皆
 

様
の
尊
い
生
命
を
お
護
り
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
、
他
の
専
門
分
野
の
職
員
と
連
携
、
 

協
力
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
 

務
内
容
が
異
な
っ
て
も
、
目
的
は
ー
つ
、
 

対
象
は
大
切
な
患
者
さ
ん
と
、
心
を
ー
 

つ
に
し
て
、
病
院
の
責
任
の
も
と
で
、
 

石
尾
院
長
を
柱
に
職
員
一
同
頑
張
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

私
は
赤
池
で
生
ま
れ
育
ち
、
看
護
生
 

活
 35 

年
と
い
う
長
い
道
の
り
を
、
定
年
 

ま
で
看
護
一
筋
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
 

看
護
婦
を
志
望
し
た
動
機
と
い
え
ば
、
 

父
が
病
弱
で
長
い
こ
と
伏
し
て
い
て
、
 

端
息
の
発
作
で
苦
し
み
、
背
を
さ
す
り
 

な
が
ら
看
護
婦
に
な
ろ
う
と
思
う
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

母
が
六
人
の
子
供
を
養
育
す
る
た
め
、
 

花
や
小
間
物
の
行
商
を
し
て
、
そ
の
日
 

を
食
い
つ
な
ぐ
の
が
や
っ
と
で
、
貧
し
 

い
、
ど
ん
底
生
活
の
毎
日
で
し
た
。
 

私
が
六
年
生
の
時
、
父
は
他
界
、
兄
 

一
一
人
は
戦
地
に
と
ら
れ
、
戦
争
が
激
し
 

く
な
る
に
つ
れ
生
活
は
苦
し
く
、
母
は
 

坑
内
に
転
職
し
ま
し
た
。
 

重
労
働
の
石
炭
を
箱
に
入
れ
て
、
自
 

分
の
力
で
運
ぶ
ス
ラ
引
き
を
し
て
、
小
 

女
の
母
は
愚
痴
も
こ
ぼ
さ
ず
、
又
嫌
な
 

顔
も
せ
ず
、
母
の
た
の
し
み
は
書
物
に
 

親
し
む
こ
と
で
し
た
。
 

夜
お
そ
く
本
を
読
む
姿
を
見
な
が
ら
、
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
村
井
理
容
店
（
伏
原
）
さ
つ
ま
い
も
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加
〇
小
松
鈴
枝
（
鋤
木
田
）
廿
み
か
 

ん
 20 

加
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
六
十
缶
 

予
防
・
相
談
●
検
診
 

●
乳
児
保
育
相
談
 

〇
十
六
日
困
 
町
民
会
館
 

10 

時
5
 11 

時
受
付
 

対
象
者
 
生
後
4

、7

、 10 

カ
月
児
 

9
カ
月
児
 

●
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）
 

〇
二
十
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
、
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
3

カ
月
5
 18 

カ
月
児
 

●

三

種

混

合

 

〇
二
十
七
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14
 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
 12 

カ
月
、
 48 

カ
月
児
 

●
胃
ガ
ン
検
診
 

〇
二
十
七
日
団
 
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
 

9
時
5
 10 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
四
十
歳
以
上
 

※
今
ま
で
衛
生
行
事
を
半
年
毎
に
、
ピ
 

ン
ク
の
用
紙
に
印
刷
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

今
年
度
か
ら
「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
 

に
し
て
予
防
接
種
、
各
種
検
診
（
一
般
 

検
診
、
ガ
ン
検
診
、
乳
幼
児
検
診
）
献
 

血
等
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
壁
な
ど
に
 

は
っ
て
ご
利
用
下
さ
い
。
 

家
庭
行
事
欄
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
 

色
々
記
入
し
て
、
有
意
義
に
ご
利
用
下
 

さ
い
。
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子
供
心
に
ほ
の
ぼ
の
と
心
 

温
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
 

私
は
小
さ
な
二
人
の
弟
の
 

面
倒
を
見
て
、
二
才
の
弟
を
学
校
に
連
 

れ
て
行
く
よ
う
に
な
り
、
授
業
中
、
姉
 

ち
ゃ
ん
シ
ッ
コ
、
シ
ッ
コ
に
は
悩
ま
さ
 

れ
、
先
生
が
見
か
ね
て
ス
ベ
リ
台
で
遊
 

ば
せ
な
さ
い
と
言
わ
れ
、
ス
ベ
リ
台
の
 

上
で
、
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ん
だ
白
い
雲
を
 

見
な
が
ら
、
泣
け
た
も
の
で
し
た
。
 

高
等
一
年
二
年
は
学
校
を
休
む
こ
と
 

が
多
く
、
卒
業
と
同
時
に
明
治
鉱
業
青
 

年
学
校
に
入
所
、
鉱
業
所
内
の
職
場
に
 

配
属
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
そ
の
中
で
私
 

は
病
院
以
外
の
職
場
に
配
置
さ
れ
、
青
 

年
学
校
前
の
大
き
な
楠
の
木
の
下
で
一
 

人
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
と
、
教
官
に
 

ど
う
し
た
の
か
と
尋
ね
ら
れ
、
看
護
婦
 

志
望
だ
っ
た
こ
と
を
ポ
ロ
ポ
ロ
涙
で
訴
 

え
て
い
る
と
き
、
遇
然
に
病
院
の
先
生
 

が
通
り
か
か
り
、
教
官
が
私
の
事
を
お
 

願
い
し
て
下
さ
り
、
ト
コ
ト
コ
院
長
に
 

つ
れ
ら
れ
て
病
院
へ
行
き
、
先
に
配
置
 

さ
れ
た
同
級
生
四
人
と
合
流
し
、
よ
か
っ
 

た
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
 

私
が
教
官
と
院
長
先
生
に
出
合
う
こ
 

と
が
な
か
っ
た
ら
、
私
の
人
生
は
大
き
 

く
左
右
さ
れ
今
日
の
私
が
な
か
っ
た
と
 

思
い
ま
す
。
 

私
の
手
は
ヒ
ビ
や
ア
カ
ギ
レ
で
赤
く
 

腫
れ
、
顔
は
農
作
業
で
真
っ
黒
に
日
焼
 

た
ば
 

し
て
、
長
い
髪
は
輪
ゴ
ム
で
束
ね
、
白
 

衣
に
マ
ッ
チ
し
な
い
白
衣
の
天
使
の
誕
 

生
で
し
た
。
 

一

 

一

 

フ

 

＼
'
 

／
し
4
1

、
 

凧
 

揚
 

げ
 

鈴
 

夢
 

淡
い
薄
ら
日
に
も
以
て
春
は
浅
く
、
 

田
舎
の
朝
戸
出
は
静
寂
の
中
に
あ
る
。
 

朝
飼
を
済
ま
す
の
も
も
ど
か
し
く
、
 

ね
 

だ
 

母
に
強
請
っ
て
買
っ
て
貰
っ
た
奴
凧
を
 

手
に
、
只
一
人
ひ
と
気
の
無
い
遠
賀
川
 

の
川
土
手
（
現
国
道
二
〇
〇
号
線
）
に
 

の
 

も
 

立
つ
と
野
面
を
渡
る
川
風
は
未
だ
去
り
 

や
ら
ぬ
冬
の
感
触
を
肌
に
伝
え
て
冷
や
 

や
か
で
あ
る
。
 

み
 
は
る
 

見
審
か
す
福
智
連
峰
の
山
々
は
そ
の
 

稜
線
を
露
草
色
の
大
空
に
く
っ
き
り
と
 

印
象
付
け
、
そ
の
頂
き
に
と
ど
め
た
残
 

雪
は
旭
に
煙
め
い
て
い
る
。
 

向
い
風
に
凧
を
乗
せ
、
除
々
に
糸
を
 

伸
ば
す
と
、
魂
を
得
た
よ
う
に
両
袖
を
 

左
右
に
大
き
く
振
り
つ
つ
、
 
一
直
線
に
 

中
空
に
向
っ
て
上
昇
し
て
ゆ
く
。
広
い
 

ま
た
 

野
を
越
え
遠
賀
川
を
跨
ぎ
、
対
岸
の
A
 

た
ゆ
 
と
 

村
の
山
波
の
上
空
を
揺
蕩
う
て
い
る
。
 

糸
巻
き
を
全
解
し
て
や
る
と
、
奴
凧
は
 

得
た
と
ば
か
り
上
昇
気
流
と
共
に
七
る
 

よ
う
に
一
気
に
遥
か
虚
空
の
彼
方
ま
で
 

舞
い
上
り
、
一
つ
の
黒
点
と
化
す
。
 

静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
 

外
科
に
配
置
さ
れ
、
先
輩
達
が
り
り
 

し
く
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
 

の
介
助
を
し
て
い
る
白
衣
姿
が
き
ら
き
 

ら
輝
や
い
て
見
え
、
感
動
を
覚
え
ま
し
 

た
。
緊
張
感
の
中
で
、
始
め
て
患
者
さ
 

ん
と
の
出
会
い
に
一
筋
の
光
が
私
の
脳
 

裏
を
か
す
め
、
小
さ
な
胸
は
嬉
し
さ
と
、
 

喜
こ
び
の
渦
の
な
か
で
、
感
激
で
い
っ
 

ぱ
い
で
し
た
。
 

未
知
の
世
界
で
出
会
っ
た
の
が
、
在
 

日
朝
鮮
人
の
方
々
で
し
た
。
朝
鮮
語
が
 

と
 
ま
ど
 

通
じ
な
く
て
戸
惑
い
な
が
ら
、
朝
鮮
語
 

に
興
味
が
湧
き
、
カ
タ
コ
ト
な
が
ら
単
 

語
を
覚
え
、
通
訳
の
方
が
い
な
い
時
は
 

あ
っ
ち
こ
っ
ち
通
訳
に
と
び
回
っ
た
も
 

の
で
し
た
。
 

終
戦
と
同
時
に
朝
鮮
へ
引
き
揚
げ
が
 

始
ま
り
、
金
さ
ん
は
北
鮮
、
季
さ
ん
は
 

南
鮮
に
帰
る
こ
と
に
な
り
「
看
護
婦
さ
 

ん
あ
り
が
と
う
、
サ
ョ
ナ
ラ
」
と
ln
口い、 

立
ち
去
る
後
姿
を
見
送
り
な
が
ら
、
目
 

頭
の
熱
く
な
る
思
い
で
し
た
。
 

戦
中
、
石
炭
ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
労
働
力
 

源
と
し
て
、
日
本
人
の
動
力
不
足
を
補
 

い
、
食
糧
難
、
物
質
難
を
共
に
耐
え
た
 

私
達
仲
間
、
戦
争
犠
牲
者
ァ
ジ
ア
の
人
 

達
と
の
別
れ
で
し
た
。
 

殆
ん
ど
朝
鮮
語
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
 

時
間
と
自
由
が
き
く
よ
う
に
な
っ
た
今
、
 

韓
国
を
訪
れ
た
い
の
が
私
の
夢
で
す
。
 

私
は
病
院
入
所
と
同
時
に
看
護
学
の
 

講
議
が
午
後
か
ら
始
ま
り
、
厳
し
い
看
 

護
婦
検
定
試
験
を
独
学
に
等
し
い
状
況
 

で
挑
戦
し
、
先
輩
に
負
け
じ
と
、
五
人
 

j 

風
圧
に
抗
す
る
力
が
張
り
詰
め
た
糸
に
 

い
ん
い
ん
 

股
股
と
反
応
す
る
天
と
地
と
の
空
間
を
 

舞
台
に
鳶
が
一
羽
悠
々
と
単
調
な
 
「
孤
 

の
舞
い
」
を
披
露
し
て
い
る
。
 

突
然
す
ぐ
近
く
の
N

川
の
鉄
橋
を
単
 

行
の
蒸
気
機
関
車
が
け
た
た
ま
し
く
気
 

ご
う
お
ん
 

笛
を
吹
鳴
ら
し
つ
つ
轟
音
と
共
に
猛
牛
 

ま
っ
し
ぐ
、
り
 

の
よ
う
に
蒸
地
に
走
り
去
る
と
、
あ
た
 

り
ひ
又
も
と
の
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
 

静
寂
の
世
界
に
戻
る
。
 

時
折
、
風
の
流
れ
に
乗
っ
て
舟
の
櫓
 

が
乾
る
音
が
き
こ
え
る
間
も
な
く
、
上
 

流
の
桟
橋
か
ら
川
ひ
ら
た
に
石
炭
の
積
 

み
込
み
が
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。
 

野
辺
は
荒
涼
と
赤
茶
化
て
見
え
る
が
、
 

や
が
 

そ
う
そ
う
 

聴
て
族
々
と
萌
え
立
つ
で
あ
ろ
う
春
の
 

気
配
を
何
と
な
く
感
じ
さ
せ
る
。
山
の
 

辺
の
梅
の
曹
は
ま
だ
固
く
、
春
告
鳥
の
 

姿
は
求
め
得
べ
く
も
な
い
。
 

文
章
は
誰
で
も
書
け
る
 

板
屋
団
地
前
 
田
 
孝
 
子
 

土
間
を
掃
く
べ
く
降
り
立
ち
、
回
覧
 

板
の
来
て
い
る
の
に
気
付
き
、
投
稿
欄
 

を
見
や
る
と
、
今
月
も
又
私
の
文
章
を
 

載
せ
て
頂
い
た
。
高
ぶ
る
感
動
を
押
え
 

活
字
を
追
っ
た
。
何
度
載
せ
て
頂
い
て
 

も
嬉
し
さ
は
最
初
と
同
じ
で
あ
る
。
 

七
年
位
前
、
当
時
十
七
歳
だ
っ
た
、
 

先
天
性
の
重
度
障
害
児
が
施
設
で
担
任
 

の
保
母
さ
ん
ら
の
お
力
添
え
で
、
詩
集
 

を
出
し
た
と
の
記
事
を
読
み
、
早
速
講
 

入
し
読
ん
だ
。
 
記
憶
し
て
い
る
一
編
を
 

書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

は
ガ
ッ
チ
リ
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
勤
 

務
後
の
時
間
帯
の
中
で
の
独
自
の
勉
強
 

方
法
で
、
合
格
を
目
指
し
、
夜
の
更
け
 

る
の
も
忘
れ
、
疲
れ
果
て
て
、
 
一
人
又
 

一
人
と
眠
り
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
 

二
年
間
で
受
験
の
資
格
を
有
し
、
私
 

達
は
講
議
時
間
の
設
定
で
一
年
で
受
験
 

が
で
き
、
入
所
し
て
一
年
目
、
昭
和
 20 

年
4
月
敗
戦
の
か
げ
り
の
中
で
、
空
襲
 

警
報
に
機
え
な
が
ら
、
防
空
頭
布
に
モ
 

ン
ぺ
姿
で
、
非
常
袋
を
身
に
つ
け
て
、
 

九
大
へ
試
験
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。
 

博
多
の
街
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
な
が
 

ら
、
生
ま
れ
て
始
め
て
屋
根
す
れ
す
れ
 

に
低
空
飛
行
す
る
、
戦
闘
機
を
見
て
、
 

思
わ
ず
バ
ン
ザ
イ
と
絶
叫
し
、
恥
か
し
 

く
な
っ
て
シ
ュ
ン
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
 

し
た
。
 

合
格
を
一
番
喜
こ
ん
で
く
れ
た
の
が
 

母
と
、
は
み
出
し
た
私
を
入
所
さ
せ
て
 

下
さ
っ
た
今
は
亡
き
教
官
で
し
た
。
 

数
々
の
方
と
の
出
会
い
の
中
で
、
暖
 

か
く
見
守
ま
れ
な
が
ら
、
ラ
ッ
キ
ー
な
 

私
は
 15 

才
で
看
護
婦
免
許
、
 
17 

才
で
助
 

産
婦
免
許
を
修
得
し
ま
し
た
。
 

19 

才
で
患
者
だ
っ
た
主
人
と
出
会
い
 

長
男
、
次
男
誕
生
。
当
時
看
護
婦
は
す
 

べ
て
独
身
者
で
、
寄
宿
生
活
を
強
い
ら
 

れ
、
結
婚
を
機
に
引
退
が
原
則
で
し
た
。
 

そ
の
頃
、
ひ
ど
い
食
糧
危
機
で
同
時
 

に
肺
結
核
も
流
行
し
ま
し
た
。
 

（
以
下
は
次
号
へ
掲
載
し
ま
す
）
 

「
僕
は
生
ま
れ
つ
き
手
も
足
も
動
か
す
 

事
が
出
来
ま
せ
ん
し
、
も
の
を
云
う
こ
 

と
も
出
来
な
い
。
だ
か
ら
友
達
の
所
へ
 

遊
び
に
行
け
な
い
か
ら
、
け
ん
か
も
し
 

な
い
し
、
人
の
事
も
云
わ
な
く
て
済
み
 

ま
す
。
で
も
、
 
一
度
で
い
い
か
ら
云
っ
 

て
み
た
い
な
あ
“
母
さ
ん
）
と
。
僕
の
 

家
は
稲
童
で
自
転
車
屋
を
し
て
い
ま
す
。
 

大
人
に
な
っ
た
ら
、
可
愛
い
い
嫁
さ
ん
 

も
ら
い
、
お
父
さ
ん
の
跡
を
継
い
で
自
 

転
車
屋
を
し
た
い
。
よ
く
人
か
ら
云
わ
 

れ
ま
す
。
出
来
る
か
な
？
・
と
。
見
て
お
 

れ
、
や
れ
ぞ
俺
は
」
 
と
云
う
も
の
で
し
 

た
。
五
十
音
の
表
で
入
園
以
来
二
、
三
 

年
掛
り
で
覚
え
、
保
母
さ
ん
が
順
称
君
 

と
い
う
そ
の
子
の
目
の
位
置
を
確
認
し
、
 

書
き
取
っ
た
の
を
推
稿
し
て
一
文
を
作
 

り
上
げ
ま
す
。
僅
か
に
動
く
右
足
の
親
 

指
と
隣
り
の
指
で
鉛
筆
を
は
さ
み
書
く
 

こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

文
章
は
誰
に
で
も
書
け
ま
す
。
た
だ
 

し
「
冒
頭
に
文
の
大
意
を
書
き
、
次
に
 

訂
正
し
、
最
後
に
結
論
を
も
っ
て
結
ぶ
」
 

と
い
う
、
起
承
転
結
の
鉄
則
に
沿
っ
て
 

気
持
ち
を
対
象
に
向
け
な
が
ら
ペ
ン
を
 

運
び
ま
す
。
 
一
文
を
書
き
上
げ
ポ
ス
ト
 

の
中
で
「
ポ
ト
リ
」
 
と
快
い
ひ
び
き
を
 

聞
く
度
に
、
文
章
を
書
く
よ
り
も
嘘
を
 

つ
く
方
が
余
程
難
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

消
火
栓
3
栓
を
設
置
 

平
成
元
年
度
、
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
 

等
交
付
金
事
業
で
、
町
内
に
消
火
栓
三
栓
 

（
車
道
一
、
車
道
二
、
大
谷
）
を
設
置
し
ま
 

し
た
。
 

、
 

発 明 の 日 →18 日（特許庁） 
婦 人 週 間→10日～16日（労働省） 
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＼、 

× 

く、 

ブ 

あなた自身の美容と健康のため、
、、ョガク を 

始めてみませんか。 

ト日時毎週月曜日午後7時30分～午後9時 

ト場所町民会館和室 

ト会費 2千円（1カ月） 

ト問い合わせ・連絡先（高尾）小林ふみ子まで 

廿2 8一4952 番 

ノ 

き子ソフトボール部員募集 

赤池町ではじめて「女子ソフトボール」が 

発足しました。部員を募集中です。 

高、大学生を除く（専門学校可）女性の方 

で、 ソフトボールをやってみたい方、お待ち 

しています。 

練習日については、はっきり決まっていま 

せんが、毎週1回2時間位と考えています。 

会費は千円（1カ月）の予定です。詳しく 

は町民会館（容2 8 -4 1 00 ）へお間い合 

せ下さい。 

× 
/ 

 ノ 

嶋薫倉爆鳳；，倉，7,L .i. ，ドj団員募亀 
みんなで楽しく歌いましょう。

ト日時毎週土曜日午後5時～6時30分 

（ただし5週目は休みです） 

ト場所中津川宅（車道4 ) 

ト会費 5百円（1カ月） 

トお間い合せ・連絡先（車道4）中津川裕子まで 

容 2 8一6012 番 

=＝ 上野陶器まつり交通規制図 ＝= 

4 月14日（土）12:00-P 17:00 

4月15日（日）9’加- 17:00 

上
野
焼
 
『
陶
器
ま
つ
り
 

4
月
 13 

日
 
14 

日
 

上”柚 

III 

●
週
 

．
方
通
行
内
に
は
無
料
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
・
 

至
m
 

り
 
マ
イ
カ
ー
は
所
定
の
駐
車
場
に
駐
車
し
、
窯
元
め
ぐ
り
は
こ
の
 

和
無
料
バ
ス
を
御
利
用
下
さ
い
。
 

柵
停
車
場
は
旧
J
R
パ
ス
の
バ
ス
停
と
柴
ノ
門
窯
・
郷
ノ
谷
窯
‘
 

光
格
窯
に
止
ま
り
ま
す
。
 

案内所＝=TEL 28 -4190 

発行責任者 上野焼協同組合・赤池町 

製作責任者 赤池町商工会青年部・婦人部 
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4月20日困 4 月 ~ 1 9E I困 麟鱗糊 ~Is 日m 日 

役
場
「
旧
公
民
館
前
」
 

赤
池
駅
前
公
園
 

西

町

集

会

所

 

2

0

支所生活館

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ア
カ
イ
ケ
」
前
 

赤
池
ニ
 
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

伏

原

公

民

館

 

高
尾
「
船
津
店
前
」
 

七一 

日

 
●、A 

コ」、 

ュロロ 

論
I
E
 
/
J
I

食
 

市

場

集

会

所

 

草

場

集

会

所

 

三

区

集

会

所

 

ロ
一
 

一 
一
、
A

「
己
～
・
自
ロ
 

p
l

/
J
I

食
 

五

区

集

会

所

 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

堀

田

集

会

所

 

場
 

所
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時
 
間
 

身
体
障
害
者
（
児
）
 

巡
 
回
 
相
 
談
 

▼
日
時
廿
五
月
二
日
困
 
午
前
 10 

時
か
 

ら
午
後
3
時
（
受
け
付
け
は
午
後
2
 

時
 30 

分
ま
で
）
 

▼
場
所
廿
金
田
町
民
会
館
（
金
田
町
大
 

字
金
田
一
一
五
三
番
地
の
一
）
容
 22 

ー
 

2
2
0
0
番
 

巡

回

交

通

相

談

 

▼
三
日
因
十
九
日
困
飯
塚
市
役
所
 

▼
十
六
日
側
 
田
川
市
役
所
 

▼
二
十
六
日
困
 
直
方
市
役
所
 

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
9
時
か
ら
 

午
後
5
時
（
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）
 

い
つ
も
な
ら
四
月
の
入
学
と
 

審
 

時
期
を
合
わ
せ
て
咲
く
桜
の
花
 

．集一 

が
、
今
年
は
も
う
三
月
二
十
日
 

編
 
頃
か
ら
早
く
宴
を
催
し
な
さ
い
 

と
ば
か
り
に
、
あ
で
や
か
に
開
 

い
て
い
ま
す
。
こ
の
分
な
ら
 
「
フ
ジ
」
 

も
 
「
ツ
ツ
ジ
」
も
例
年
よ
り
早
く
開
花
 

し
そ
う
で
、
と
て
も
体
調
の
方
が
つ
い
 

て
行
け
な
い
の
で
は
？
・
と
、
今
か
ら
危
 

倶
し
て
い
ま
す
。
 

早
い
こ
と
、
酒
や
煙
か
ら
足
を
洗
わ
 

な
い
と
、
そ
の
内
、
首
を
洗
っ
て
も
出
 

な
お
せ
な
い
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
り
そ
 

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
で
も
ね
ー
。
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
 

畜

犬

登

録

 

▼
料
金
廿
一
頭
に
つ
き
〇
予
防
注
射
料
 

→
二
千
五
百
二
十
円
〇
畜
犬
登
録
料
→
 

二
千
百
円
、
 

合
計
四
千
六
百
二
十
円
 

土地月 間→1日～30日（みんなでもう一度土地について考えてみませんか） 


